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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和５年４月定例教育委員会会議を開会いたします。 
 

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他５人の委員が出席しておりますので、この会

議は成立しております。 

会議録署名人は、出川委員と小屋松委員とします。 

 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

通知しておりました案件のうち、報告（３）天明校区施設一体

型義務教育学校整備事業については、取り下げております。 

また、本日の議事のうち、議第３１号 熊本市特別支援学校

等教科用図書選定委員会委員の委嘱等について、及び議第３２

号 熊本市教科用図書選定委員会委員の委嘱等については、委

員の氏名を公開することにより、率直な意見の交換又は意思決

定の中立性が不当に損なわれるおそれがあることから、会議規

則第１３条第４号「その他の案件」の非公開事由に該当し、非

公開の審議が適当と思います。 

 

議第３１号及び議第３２号につきまして、非公開に賛成の委

員は、挙手をお願いします。 

 

 （全員挙手） 

  
遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第３１号及び議第３２号は、非公開とし

ます。 

 

日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長 

 

３月２３日開催の令和５年３月定例教育委員会会議録を各委

員のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、

ご異議はありませんか。 

 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、前回会議録等を承認することに決定します。 

 

日程第２ 事務局報告の件 
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（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ５．３．２３）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  

 

日程第３ 議事 

・議第２６号 臨時代理の報告について 

 

《中川浩二 教育政策課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第２７号 熊本市部活動改革検討委員会委員の委嘱について 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第２８号 天明校区施設一体型義務教育学校施設整備事業者選定審議会委員の委嘱につい

て 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第２９号 熊本市教育行政審議会委員の委嘱について 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 
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・議第３０号 熊本市立野外教育施設運営協議会委員の委嘱について 

 

《原口琢哉 地域教育推進課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

日程第４ 報告 

・報告（１）令和５年第１回定例市議会報告について 

 

《資料事前配付》 

 

西山忠男 委員  防災教育についての質問が最後にありますが、熊本地震から

７年を経てそろそろ忘れかけている頃ではありますが、最近の

地震学的な調査によると、八代辺りの断層が再び活性化するお

それもあるという報告があります。防災教育に一層力を入れて

いかなきゃいけないと思うんですが、その点くれぐれもお願い

しておきたいと思います。いかがでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  防災教育については、広域防災センターを決まった学年で見

学するなど、体験型防災学習をぜひ活用していただきたいとい

う要望がありました。それを記載しております。それを受けて

のご発言だと思いますので、健康教育課から説明してください。 

 

吉田康誠 健康教育課長  防災教育につきまして、要望にありますとおり、広域防災セ

ンター等を使うとともに、各学校での防災教育を充実させてい

きたいと思います。 

 

西山忠男 委員  防災に関連する災害は、何回も申し上げますけど、火山災害、

地震災害、気象災害と全て地学現象なんですね。ところが、現

在のカリキュラムでは地学がほとんど教えられていない状況

で、特に高校では、ほとんど教えていない状況にあります。中

学の理科の中で地学の内容が多少盛り込まれていますから、そ
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こをしっかり教えていただくとともに、熊本地震との関連にお

いて、より深く掘り下げて教えるような工夫をしていただけれ

ばありがたいと思います。 

 

吉田康誠 健康教育課長  委員のご指摘のとおり、そのような視点も踏まえて防災教育

に取り組んでいきたいと思います。 

 

福田衣都子 指導課長  防災教育について、直接、指導課では担当しておりませんが、

教育センター等とも連携しながらその点伝えていきたいと思い

ます。 

 

澤田伸一 教育センター所

長 

 委員ご指摘のとおり、理科で防災教育も受けられるように、

学校訪問等を通じて各校に周知していきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  地学の先生の田口次長は、いかがですか。 

 

田口清行 教育次長  私も地学を大学で勉強しましたし、地震のことも少し研究し

たこともありまして、やはり熊本は地震が起こっても不思議で

はない場所ということもありますので、理科の先生方も当然そ

の意識で授業を組まれていると思いますし、また、先ほど健康

教育課長からもありましたけど、理科だけではなくて防災教育

という視点で様々な教科の中でも連携しながら、取り組んでい

きたいと思います。また、実際に体験している子どもたちも多

くおりますので、それを風化させないということも学校の中で

は十分考えられて、避難訓練等も併せて実施をされていくもの

というふうに思いますので、今後もしっかり見ていきたいと思

います。 

 

澤栄美 委員  理科的な知識の部分と、実際に子どもたちが災害に遭ったと

きの行動部分が必要になると思うんですけど、小学校の保健の

中でけがの防止というのがあって、その中に防災に関すること

もありますし、中学校でも少し出てくるので、保健の教育とい

うのが少し後回しになりがちですけど、命に関わる部分ですの

で、そういったことをきちっとやっていくということが一つ大

切だと思います。それから、私が現場にいたときに、先ほど田

口次長がおっしゃっていた避難訓練ともう一つ、救急蘇生法の

研修もありますよね。そのときに、もちろん一人の命を助ける

ための蘇生の練習というのも大事なんですけど、一斉に何かが
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起きたときの訓練、教員の動き方、それを案外やっていないで

すよね。 

 例えば熱中症が一気に起こるとか、あるいは地震のときとか、

もう少し現実に即した内容でやっていくというのも一つの方法

だと思いますので、各学校で、例年どおりだけではなく、そう

いうところまで考えて、避難訓練あるいは心肺蘇生法の研修あ

たりも含めて、実際に起きたときの行動の教育もしっかりとや

っていただきたいと思います。 

 

田口清行 教育次長  やはり現実に即したという部分で、訓練が訓練のためにとな

らないように各学校もしっかり考えてしていらっしゃると思い

ます。健康教育課からも、熊本地震を経験しておりますので、

そういう点を踏まえながらしっかり学校にお知らせをしている

ところだと思います。 

 また、私も現場からもう随分離れましたけど、熊本地震の当

時、実際にこれほどまでになるのかと皆さんも多分思われたと

思いますし、体験されたと思うので、その後の訓練については、

そういう実際の体験も踏まえて計画をされていると思います

し、そういう点でもしっかりと見ていきたいと思います。 

 また、けがの予防等、先ほど最初にお話しいただいた点につ

いても、養護の先生方とも連携しながらしっかり学校で取り組

んでいただくように、健康教育課とも検討、検証していきたい

と思います。 

 

遠藤洋路 教育長  防災訓練については今、教育委員会でも内容の検討をしてい

るところですので、より充実したものを今後計画していきたい

と思います。 

 

西山忠男 委員  １０ページに大学と連携した新たな教員人材の確保という報

告が示されていて、受入れ校は今検討中ということですけど、

対象とする学生の所属大学はどこを想定していて、協議は進ん

でいるのか、そのあたりを教えてください。 

 

上村清敬 教職員課長  所属大学は問いませんが、県内の大学ということだけ条件を

つけさせていただいております。 

 大学にはもともとそのような方々が人材としていらっしゃる

かということは、昨年の段階からご相談をさせていただいてお

ります。アシスタントを募集ということでホームページにも掲
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載しますが、大学を通じまして呼びかけてまいりたいと思いま

す。 

 

西山忠男 委員  交通の利便性から県内ということだと思うんですけど、例え

ば福岡教育大学の学生などを対象とするのは、ちょっと難しい

んでしょうか。 

 

上村清敬 教職員課長  検討段階では、帰省中だけというようなことも考えましたが、

やはり学校が開いているある程度の期間は、こちらにいていた

だく必要がございますので、まずは熊本県内ということで始め

させていただきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）部活動改革における検討状況等について 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ３ページの運営主体の在り方についてのところですけど、「部

活動に意義があり、残していくのであれば、学校の中で人材を

抱えるべきであり、地域に出せば済むという話ではない」とい

うご指摘があります。これは確かに一理あると思うんですね。

それを踏まえると、その上にある「拠点校型の合同部活動が一

番現実的」であると、これもよく理解できるんですが、現実的

に拠点校型の合同部活動が可能かという点をちょっと私は疑問

に思うところもあるんですね。 

 例えば、５校中学校があったとして、Ａ校がバレーの拠点校

になったとすると、他のＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、４つの中学校から生

徒が全部移動してＡ校に集まらなきゃいけないですよね。そう

いうことは本当に現実的なんだろうかという、そのあたりの検

討が必要じゃないかと思いますけど、いかがでしょうか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 委員ご指摘の懸念は十分あり得ると思っております。 

 ただ一方で、熊本地震のときもそうだったのですが、使えな

いスポーツ施設がある学校については近隣校で合同部活動を実
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施した実績がございますし、現実問題、多くの人数を要する団

体スポーツにおいては、子どもの数が足らず、やむを得ず合同

部活動を実施しているといった状況もございます。 

 こういった学校の課題等を洗い出す中で、ご指摘の点はしっ

かり考えたいと思っておりますが、検討委員会委員のご指摘の

とおり、合同部活動は一つの現実的な手法であろうと思います。 

 ただし、前提としまして、距離的な要因というのが大きく絡

んでくるかと思います。大阪府の高校においては、合同部活動

の検討を具体的に今年度から進めておられますが、距離的要件

としては約１５分程度といったものをあげておられます。本市

も、合同部活動の在り方については部活動の指針の中でガイド

ラインとしてお示しをしておりますが、移動時間が約３０分程

度、距離では５㎞程度かと思いますが、その範囲内に中学校が

あるかどうか、そういったものを丁寧に見ておくということが

必要になるかと思いますので、今後、部活動改革検討委員会の

中でそういった論点もお示しをしながら、課題の整理に当たっ

てまいりたいと考えております。 

 

西山忠男 委員  いろいろ考えるべき問題があると思っておりまして、例えば

Ａ校にバレーのいい顧問がいるからＡ校を拠点校にする。そう

すると、その顧問が別の学校に動いてしまったらまた拠点校が

移ってしまうということで混乱を招きかねないですよね。 

 それから、設備の問題もありまして、Ａ校をバレーの拠点に

すると体育館はバレー部だけで使ってしまうことになってしま

うということで、他の部活動はどこでどうするんだという、い

ろんな調整が必要になってくるということもあります。一番現

実的で、いい方法かなと思いますけど、実際に運営するのはか

なり大変じゃないかなという気がするんですよね。 

 そうすると、働き方改革のためにやっているのに、何だか仕

事がまた増えてということになりかねないなという気もするの

で、相当工夫が必要だと思っております。 

 

小屋松徹彦 委員  委員の方々の意見を聞いて、一言で言えば本当にいろんな問

題があって悩ましいなと思います。まず基本的には、この部活

動をどういうふうに捉えるか。教育的な意義は確かにあるとい

うことは分かりますけど、これを学校内に置くということは、

結局、先生方の働き方改革と逆行してしまうと思います。一番

の働き方改革の目玉が部活動を地域に移行しようという、もと
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もとはそこだったと思うので、まず部活動改革の方向性として

は、学校の外に、つまり地域に移行するという、そこがまずあ

るんじゃないかなと私は思っているんですね。 

 問題は、地域に移行したときに、先ほど出ていましたように、

その運営主体というか受皿が本当にあるのかどうかという、こ

こがまた非常に大きな問題だと思っています。そこをどう解決

していくかということでしょうけど、その中で、一番はやっぱ

り人的な確保をどうするかということですね。 

 そういった観点から、先ほどのこのアンケートを見ましたと

きに、教員の４割の方々が報酬をもらって自分がやってもいい

というご意見で、３２２名と書いてありますが、こういう方々

の存在というのは非常に頼もしいなと思うんです。地域ではな

かなか人材が集まらないという現実の中で、学校からは離れる

けど先生方がそういうかたちで部活動に参画していくという

か、これは非常に人的な不足を補うという面ではありがたいか

なと感じました。 

 いずれにしても、やっぱり地域力、本当に今、支えるのが非

常に厳しくなっていまして、働き手の世代がみんな仕事で忙し

くて、なかなか部活動をやるような時間帯に時間を確保するの

が難しくなっています。どちらかというと自営業とか中小企業

の方々とか、そういった方々が一番この支えになっていくのか

なと思うので、そういった企業とかへの働きかけも非常に大事

になってくるかなと思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  教育改革推進課長からは、今の点に何かコメントありますか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 非常に大事な論点で、審議会委員の皆様からも様々なご提言

をいただいたところです。 

 例えば退職教員については、退職後すぐには学校現場には戻

らず少し休憩をしたいというようなことがあったとしても、１

年たてばまた戻りたいという先生方もいらっしゃるような中

で、人材バンクをつくってみてはどうかといったご意見があり、

非常に参考になると考えたところです。また、市の職員も既に

部活動や地域活動にかなり従事をしているというような状況が

ございますので、そういった全市職員挙げて子どもたちを支え

ていくというようなこと、こういったものは早急に図っていけ

るのではないかと思っております。 

 ただ一方で、ご指摘のとおり、民間の活力もしくは地域力と
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いうことで考えますと、３年間のコロナ感染症の影響も非常に

大きかったということもございますし、総合型スポーツクラブ

の担い手も高齢化が進んでいるというようなことで、今活動中

の小学生に加えて中学生までというのは、なかなか現実的に難

しいというようなご意見もいただいております。 

 一方で、地域によりましては、ぜひやってみたい、取組を進

めたいというようなご提言もいただいておりますので、そうい

った点を含めまして今後検討を進めてまいりたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  働き方改革という観点からいうと、必ずしも全部地域に移行

することが前提というよりは、やりたい人がお金をもらって指

導するということが前提だと思うんですね。その運営が学校で

やるのか地域でやるのかというのはそれぞれあるとは思うんで

すけど、教員の中でやりたい人、それから地域の人の中でやり

たい人が指導する。だから、教員もある意味、地域の人として

教員以外の立場で指導者として入るというのが一番基本的な姿

かなと思います。 

 ですから、それに近いかたちでどういう選択肢があるのかを

今検討しているということだと思います。必ずしも地域でやる

ということが唯一の働き方改革というわけではないのかなと思

いますし、いろんな選択肢があってもいいのかなと思います。 

 基本的に、教員の勤務以外の時間で、家に帰る人もいれば別

のところで兼業みたいに活動する人もいるという、そういうの

が基本的な考え方かなと思います。 

 

出川聖尚子 委員  一つ質問ですが、以前、小中一貫校の話が出てきたときに、

部活動を一緒にするとか、学び合うというようなことの話を聞

いたような気がするんですが、今回の部活動の検討の中では、

小中の連携とか、例えばそういう教員の指導の共有といったこ

とについては何かお話しされているんでしょうか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 今、委員ご指摘された点も今後の検討課題だと思っておりま

す。小学校の先生が中学校の部活動に携わるということは十分

あり得ると思いますし、現実にあっているところでございます。

一部ではございますが、ボランティア的なかたちで関わってい

ただいているところもございます。 

 また、小中の連携という部分では、今はまだアイデアの部分

ではございますが、天明校区における義務教育学校の新設に関



令和５年（２０２３年）４月 教育委員会会議録【４月２７日（木）】 

 10 

しまして、地域の総合型スポーツクラブの皆様から、義務教育

学校ができるときに自分たちで小中の子どもたちが一体として

活動できるような場がつくれないか一度お話をしたいというこ

とで、開校に向けて何ができるかというのを今後議論すること

としております。そういった、地域によりましては十分に小学

生も交えてやれるということは、あり得るのかなと思っていま

す。 

 ただ、全市的に一度にというのは、なかなか現実的には難し

い部分がございますので、できるところからしっかり取り組ん

でいって、それを他地域がまた参考にして取組を広げる、こう

いったことの積み重ねが必要ではないかと考えているところで

す。 

 

澤栄美 委員  ４ページの③の経済的負担のあり方の上から２番目のところ

の「校長等の指揮監督下にあると判断されるような場合は、兼

職兼業の対象ではなく、学校の本来業務の一部と整理される」

という文章の意味がよく分からないので、説明していただきた

いと思うのが一つです。 

それから保険のあり方というのが⑤のところにありますよ

ね。現在、学校の部活動は校長の管理下、学校管理下にあるの

で、何かけがをしたときにはスポーツ振興センターから障がい

やけがに対して見舞金が出るんですけど、スポーツ安全保険と

いうのはまたそれとは別物だと思うんです。やはりどうしても、

特にスポーツ関係の部活動だとけがが付き物で、そういったと

ころの部分もしっかりと今後、話合いをしていただいて、子ど

もたちが安心して部活動に取り組んでいけるといいなと思いま

した。 

まず、③の文章の意味を教えてください。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 この文科省通知ですが、いわゆる部活動については教育活動

として学校の責任において実施している状況です。 

 その意味で、今の在り方のままでしたら、当然、校長の指揮

監督下にあるということで、それが本来業務という位置づけで

すので、兼職兼業の対象ではなく通常業務の一環となるという

意味でございます。ですから、このような観点も考慮に入れて、

部活動をどのように構築していくかということが今後の課題で

す。 

 また、保険の在り方、これも課題がございまして、今おっし
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ゃられました学校の部活動でけがをした場合の保険については

低額で補償内容も充実しておりますが、例えば総合型地域スポ

ーツクラブで活動しているお子さんがけがをした場合は、学校

の部活動でけがをした場合と補償内容が違うという状況があり

ます。そのため、クラブによっては民間保険に入ってらっしゃ

るようなクラブもあるという状況です。 

 ここの保険の部分につきましては国でも今検討が進められて

おりまして、全国的にそういった課題があることから、見直し

が進んでいくのではないかなと思っておりますが、やはりここ

が低額で補償内容がしっかりしたものでないと、学校外での活

動という部分について二の足を踏むような部分も出てくるのか

なと思っているところです。 

 

澤栄美 委員  ③のほうなんですけど、つまりこれは、学校の本来業務の一

部というふうに文科省は考えているということで捉えていいん

ですよね。そうすると、４０％の中学校の先生方が一部お金を

頂いてするならばやりますよと答えていらっしゃる部分は、兼

業ということではないんでしょうか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 今の形の部活動であれば、文科省の通知のとおり、兼職兼業

ではなくて本来業務の一部というようなことであろうかと思い

ますが、今、各市においても様々な形態の運営方法が模索をさ

れております。そういったことで考えますと、実態としては今

の学校部活動に近いような形でも、何らか別の指導に報いるや

り方があるのではないかということを検討しておりまして、こ

の点についてはまだ整理の途上ではございますが、今後お示し

をしてまいりたいと考えております。 

 

澤栄美 委員  分かりました。ちょっとその辺が自分の頭の中で整理できな

かったので、やっぱり文科省の考え方と、それから実際にやる

やり方というのが合致していないと、どちらが兼業かなと思い

ましたので、ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  今の点は、自分が勤務している学校の部活動をそのまま指導

するならそうかもしれないとは思いますけど、必ずしもそうい

うことでは多分ないと思うんですよね。地域の一員として部活

動の指導をするということであれば、さっきありましたように、

中学校の先生であっても小学校の先生であっても市役所の職員
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であっても、あるいは県立学校の先生であっても、自分の家の

近くの学校の部活動の指導をするということはあるでしょう

し、その場合は恐らく外部の人としてそこで指導するというこ

とです。 

 だから、西山委員がさっきおっしゃいましたけど、基本的に

自分の勤務校の部活動を指導するというよりは、自分の家の近

くとか、固定したどこかの学校の指導者として指導するという

のが基本なんじゃないのかなと思います。 

 逆に、熊本市内に住んでいる県の学校の先生もそうですし、

熊本市の学校でも市外に住んでいる人なら、市外にある学校の

指導をするということもあるかもしれません。あまり今の学校、

勤務している学校の指導をするという前提に立つ必要はないん

じゃないのかなと思います。 

 

澤栄美 委員  そうすると、さっき西山委員がおっしゃったように、転勤さ

れようが何しようがその地域のということでいいわけですよ

ね。それは、兼職兼業には当たらないということになるんです

か。 

 

遠藤洋路 教育長  組合せによると思いますので、そこはもう少し詳細に検討し

ないといけないんじゃないかと思います。 

 

西山忠男 委員  今の問題で、先ほど指摘した拠点校における合同部活動の場

合はどうなるのかというのが気になったんですよね。それが校

長の指揮監督下にあると判断されると兼職兼業でなくなってし

まうと。そうするとちょっとこれはおかしなことになるんじゃ

ないかと思うんですね。他の学校の生徒も指導するわけですか

ら、この文科省の通知の範囲に入らないんじゃないか、そうい

う扱いにしてやらないと教員としてはちょっとやってられない

んじゃないかなと思ったものですから一言お伝えしたいと思い

ます。 

 

小屋松徹彦 委員  私も同じような趣旨です。 

 

遠藤洋路 教育長  具体的にどういう仕組みにするかというのはまだこれから検

討することになると思いますけど、どの学校に勤務するかによ

ってそんなに扱いが変わるというよりは、どの学校でも同じよ

うに、たまたま自分が勤務している学校の部活動が拠点校で、
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そこを指導することになったから、その人だけ報酬がもらえま

せんとか、そういうことにはならないようにしていく必要があ

るのかなというふうには思います。 

 今の点で担当課からコメントはありますか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 これから詰めていく部分ですので、ご意見も踏まえて考えて

まいりたいと思います。 

 今、運営をされている合同部活動では、それぞれの校長先生

方の管理監督の下でやっているものでございますので、合同部

活動の態様によっては引き続きそういった運営をするというこ

ともあり得るでしょうし、新しい合同部活動の在り方というの

も十分考えられるのではないかと思いますので、その点も数案

ご提示をできたらと考えているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  少なくとも勤務時間外に無報酬で部活動の指導をするという

ことはないようにしないといけないというのは、それは最低限

のラインかなと思っています。 

 制度的な整理はこれからもう少し詳細を検討する必要がある

かなと思います。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（４）小規模特任校制度について 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ２つ質問がございます。 

 １つ目は、特別支援学級の生徒も対象になるのかを教えてく

ださい。 

 ２つ目は、不登校になっている生徒が希望した場合、優先的

に配置するということは考えられるのでしょうか。 

 以上、２つお願いします。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 まず、特別支援学級の点ですが、この制度の一つの目的とい

たしまして複式学級の解消といったものがございますので、本

来的には考えていないところではございます。 
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 ただ一方で、特別支援学級につきましては現状においてもお

子様の特性に応じて学級へ通うというのはありますので、場合

によってはそういった現行制度の中でそういうニーズがあるの

であれば考えていくことになるかと思います。実際に小規模特

認校制度を進めるに当たって今後この点についてニーズが出て

くるのであれば、その点も踏まえて制度設計をしないといけな

いのかなと思っておりますが、現時点での検討は今ご説明した

とおりでございます。 

 もう一点のご質問の不登校児童等への配慮の部分でございま

すが、先ほどご説明をさせていただいたとおり、今現時点にお

いてかなり多くの方にご関心を持っていただいているような状

況でございます。そうなってまいりますと、例えば保育園の入

園基準のようにいろいろな観点を使って評価をして、入学者を

ある意味選抜するというのは現実的に作業として難しいのかな

と思っております。他都市の例を参考に見ますと、例えば多く

の希望者がいらっしゃるときにはまずは抽せんし、その後、保

護者の方との面談等を行って、ミスマッチがないことを確認し

た上でご見学につなげるとか、そういったものが実際上の取組

がございますので、私たちとしては他都市の例を参考に、まず

は抽せんというのが考えられ、希望者が非常に少ないというこ

とであれば、また別にいろいろと考えられるのかなと思ってい

るところでございます。 

 

西山忠男 委員  この制度の趣旨が複式学級の解消という点にあるので、２番

目の質問に対するお答えはごもっともかなとも思うんですけ

ど、一方で、不登校がこれによって、転校することで解消され

るのであれば、これはやっぱりすばらしい取組になり得るんで

すよね。だから、私としては不登校生徒救済という視点も捨て

切れないかなと思っているんですけどね。 

 これは、実際にやりながら考えていくしかないかなと思いま

すけど、その視点も忘れないでいただきたいなと思うんです。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 委員ご指摘の点は、私たちとしても本当に非常に大事な点か

と思います。 

 今、フレンドリーオンライン校では実際に不登校から通学に

つながっているケースもございますし、子どもたちの選択肢を

増やすというのも、もう一つの目的でもございますので、ニー

ズがあまりにも多ければまた悩ましいところがあるんですけれ
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ど、しっかりと検討してまいりたいと考えます。 

 

小屋松徹彦 委員  お尋ねなんですけど、３ページの円グラフの下のほうで３つ

の小学校を１校のみ希望されたという数が出てますよね、４２

４、８５、１１１。どこから希望されているか分かりますか。

例えば中緑小学校の隣接地の方々が希望しているのか、あるい

は少人数だから希望しているのか、何かそこら辺について分か

りますか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 資料の中ではお示しをしておりませんが、実際には今の在籍

校のお尋ねをしておりまして、アンケートの結果を分析してい

るところでございます。 

 基本的には、やはり隣接校、実際の通いやすさを考えますと、

そういった隣接校の方から多くご希望いただいているのはござ

います。一方で、遠方の学校に今お子さんが通っていらっしゃ

るようなご家庭からもご希望があっています。そこは大規模校

であったりしているところもございますので、そういうところ

の学校については少人数のよさというのを評価いただいている

のかなと思います。 

 他にも、各地域内の保育園に通わせていらっしゃって、お友

達、人間関係ができているので、そのままその地域の小学校、

中学校に上がりたいというようなお考えの方や、ご自身のご実

家がこの３校の中にあるというご家庭もありますことから、

様々な形態のニーズがあるというのも見えてきているところで

ございます。この点も今後、しっかりと分析を進める中で、制

度設計の参考にしてまいりたいと考えております。 

 

小屋松徹彦 委員  もう一点お尋ねですが、選択の一つの動機として学校の特色

というのもやっぱりあるかと思うんですけど、それぞれの学校

のホームページで、本当にこの学校はこういう特色があるんだ

ということをどんどん強く打ち出せるようになれば、もっとそ

の反響というか、変わってくるかなと思います。ぜひ検討をお

願いします。 

 

苫野一徳 委員  ちょっと理解が追いついていないところがあるのかもしれな

いですが、関心を持たれた保護者の方で少人数だからというお

答えがありましたけど、例えば本荘小に４２４人がもしも行っ

たとしたら小規模じゃなくなりますよね。そのあたりのことが
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ちょっとよく分からないなと思いました。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 ご指摘のとおり、ご希望者を受け入れてしまうと小規模校で

なくなるということがございます。例えば１クラス当たり３５

人受け入れると実際は少人数のよさというのが失われてきます

ので、そういった意味では、例えば今１クラス８人ということ

であれば五、六人受け入れるとか、ある程度制限といいますか、

枠を設定する必要があるのかなと思います。そうすることで、

受け入れる学校の落ち着きといいますか、これまでの良さも生

かしながら、課題の解消にもつながるということで、受入れ数

については工夫が必要だと考えます。 

 他都市の例を見ましても、若干名の受入れで募集をしている

例もございますので、そういった例も参考に今後検討を進めて

まいりたいと思っています。 

 いずれにいたしましても、今年度は検討のスタートの年とい

うことでもありますので、学校とお話をしていく中では少し慎

重に、丁寧にやっていく必要があるのかなと思っているところ

でございます。 

 

苫野一徳 委員  もう一つ、他都市の例で何かデメリットとか問題とか、もし

既に把握されているものがあれば教えていただけますでしょう

か。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 制度そのもののデメリットというのはあまり直接的には聞か

ないですが、課題といたしましては、やはり遠方のお子様が希

望されたときの通学手段ですね。今現時点で本市においては保

護者の送迎を考えておりますが、中山間地域にあるような学校

においてはスクールバスの運用といったものもされておられま

す。 

 天明校区においては今後スクールバスの運用を考えておりま

すので、場合によってはそういったスクールバスの利活用とい

うのも考えられるかもしれませんが、現状においては難しいの

かなと思っておりますので、そういった課題がございます。 

 また、今いらっしゃる学校に何がしか課題があって転入学を

ご希望になられる、単純に少人数のよさや自然豊かなところに

魅力を感じた、学校のよさを感じたということでなくて、今、

先ほどもありましたが、不登校でありますとかそういった部分、

課題があって転入をご希望されるということについては、これ
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はデメリットということではなくて、実際そういうお子様が転

入学するときにはしっかりとしたバックアップ体制の構築、こ

れが必須であろうと思います。そういった点にも留意をして、

単純に学校の負担にするのではなくて、教育委員会全体として

しっかりバックアップする体制の構築は、これも保護者を含め

た安心感につながると思いますので、その点も制度構築の際に

は併せて検討してまいりたいと考えております。 

 

澤栄美 委員  ４ページに「『思う』を選んだ理由は何ですか」で選択肢があ

って、それ以外にいろんな中身がありますけど、その中にも「不

登校やいじめ、トラブル等で、環境を変えることができるから」

というのがあって、さっき西山委員のご意見にもありましたけ

ど、そういった何かせっぱ詰まっている方もおられるのかなと

思うんですね。私は、スクールカウンセラーの仕事もしていて、

もしかしたらこの小規模校に行くといけるのかなと思うような

子どももいるわけです。 

 全てがそうとは言いませんけど、不登校の中にはやはり大人

数が非常に不得意な子どもさんもいらっしゃるということで、

そういった地域のよさとか、そういういろんな理由もあると思

うんですけど、そういった子どもさんがそこで救われるという

ことも考えていくといいのかなというのは、私も思います。 

 それで、今ちょうど出ましたが、次のページのその他の要望

のところで、やっぱり通学バスの導入というのが出てきている

ということは、そこにやりたいんだけど親の都合上送り迎えが

できないとかそういった方もおられるからだと思います。本荘

が多い理由は、山本小とかそういうところになると通えないけ

どあそこだったら通えるというところもあるかなと思いますの

で、お金の要ることではありますけど、一つ検討事項として考

えていただけたらなと思います。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 実は当初、このアンケートを取るまではこのような多くのニ

ーズがあるというのはちょっと正直、考えてなかった部分もご

ざいまして、今、委員がご指摘をされたように、子どもとの面

談の中でこの子は小規模校のほうが合ってるんじゃないかなと

いうケースについては、例えばこの３校を紹介して、こういう

ところもあるよというような声かけの中で転入学につなげてい

くようなことを想定していたところでございます。実際に３校

の保護者の方で、大規模校に子どもがなじめなくて、ちょっと
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学びの困難を抱えて、もともと実家のあったこの３校に転校し

たら非常に伸び伸びと育っている、この制度自体も大変賛同し

たいというようなお声もいただいておりましたので、そういっ

た実例を考えると、今、委員ご指摘の視点というのは非常に重

要かと思います。 

 今後、実際にどれだけのニーズがあるかとか、他の学校でも

ぜひやってほしいというようなこと、実際そういったお声も、

一部の地域ではあがっておりますので、取組の広げ方とか、そ

こも検討していく中で、先ほどもご指摘のあった通学バスは費

用がかかることではありますが、そういったものもしっかり考

えてまいりたいと思っているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  もし募集の定員を設けてそれ以上応募があった場合にどうい

う選び方をするかというのはこれから考えることかと思います

けど、単純に抽せんにするのか、何か優先順位をつけて選んで

いくのかということになると思います。どんなニーズがあるの

か、実際どんな人が応募されるのかということも大いに関係す

ると思いますので、少し実際の応募の状況も見ながら考える必

要があるのかなと思っています。 

 今希望された方が何百人といても、実際に応募してくる方が

どのぐらいいるかというのはまた別だと思いますので、そこも

見た上でということになると思います。 

 

西山忠男 委員  基本的な考え方をお伺いしたいんですけど、この小規模特認

校という考え方は、これまで進めてきた統廃合とは真逆の考え

方ですよね。一方で統廃合を進めていきながら、一方でこうい

う小規模校を残していく意義、そこはどう考えればいいんでし

ょうかね。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 学校規模適正化基本方針の中で、河内、松尾につきましては

統廃合といいますか、学校数を縮減するような取組を進めてお

りましたし、現在、天明においても進めているところでござい

ます。 

 一方、新しい取組として小規模特認校制度を打ち出しました

が、そもそもの議論の出発点としては、天明校区の保護者の方

もしくは自治協議会の会長様からこういった制度はできない

か、検討できないかといったお話があったことがそもそものス

タートでございます。 
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 それでまずは、当初は義務教育学校を造るときに、新しい義

務教育学校はどの学校からでも通えるようにしようというよう

な方針といいますか考え方をお示ししたところ、義務教育学校

ができるにはまだ四、五年かかる、それまでの取組は何か考え

られないかということで、また私たちとして考えまして、小規

模特認校制度といったものを各市の例も参考に検討していると

ころでございます。 

 一方で、３校の意見を調査させていただきまして、やはり複

式学級の課題というのがございまして、もしかしたらそれが一

部、学力の部分にも影響が出ているかもしれないというような

状況もございますことから、小規模校の課題解消にも取り組み

たいと思っています。 

 その後、この３校を含めた小規模校の在り方、それをどう考

えるかにつきましては、今後の私たちの課の一つの大きな課題

というふうに考えておりまして、学校規模適正化基本方針が平

成２６年にできましてから約１０年になろうというときでござ

いますので、改めて学校環境の在り方もしくは施設の魅力化を

含めてどのような在り方が本市の現状に適するのかを、今後少

し時間をかけてにはなりますが、検討してまいりたいと考えて

おります。 

 場合によっては、例えば小規模特認校制度を導入してももう

複式学級が解消できないというような学校においては、そのと

きに例えば近隣校との統合を考えるとか、そういう方針をつく

るというようなことにもなるかもしれませんが、少なくとも課

題解消の一つの方策ではあろうかと思っておりますので、この

取組を進めてその検証も行いながら、今後の学校の在り方を改

めて検討してまいりたいと現時点では考えております。 

 

西山忠男 委員  住民の立場からすれば、生徒が減ったからすぐ統廃合という

のは必ず反対があり、何らかの形で残してくださいということ

になるんですよね。だから、こういうやり方は一つのやり方だ

と思いますけど、しかし一方で市の財政状況もありますし、総

合的な観点からすると統廃合せざるを得ないというような場合

もあるかと思うんですね。そこの判断基準をしっかり持ってお

かないと、住民の方から、あそこの学校は小規模特認校で残っ

たのになぜうちの学校は残せないんだということになりますの

で、そこをきちんとしておくというのが大事だと思います。 
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澤栄美 委員  今後のスケジュールで、７月から８月にかけて募集案内、実

施要項、備考欄に保護者、地域とあるんですけど、具体的には

どんな感じで広報をしていかれるのかなというのを知りたいん

です。１２ページの上の６番のところに、具体的にオンライン

配信及びオンデマンド配信とか、説明会を何日にするというと

ころまで出ているんですけど、広くやっぱり知っていただいて、

ちゃんと中身を知ってもらって、そして希望してもらうという

のが一つの大きな流れだと思うので、どんな広報の仕方になる

のかなということを思いました。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 そこの広報の点は、保護者の皆様からもしっかり検討してほ

しいというようなご意見をいただいておりまして、今いろいろ

と考えているところでございますが、一つは、説明会を実施す

ることについて広く周知する過程で、それ自身が広報になるの

ではないかと考えております。 

 実際、今回アンケートを取ったことが一つ広報になったとい

うのがございますので、そういった取組もやりますし、地元の

皆様に取り上げていただいてしっかりとアピールをするという

ことでありますとかホームページの充実、加えて先生方や事務

局の声かけ、そういった様々なチャネルを使ってやっていきた

いと思います。 

 そういった意味では、４月からこども局もできておりますの

で、こども局との連携という部分でもいろいろ考えられるかも

しれませんので、この点はしっかり取り組んで、できるだけ多

くの保護者の皆様、お子様に届くようにしてまいりたいと思っ

ています。 

 

澤栄美 委員  ホームページも充実するということをおっしゃっているんで

すけど、学校を通じて例えばチラシ的なものを配布するとか、

そういったことになりますか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 現状、アンケートを実施したときには安心・安全メールを活

用して広報させていただいたところでございますので、実際に

紙で配るというよりは、イメージとしては電子媒体を使って、

先生方のご負担もなるべくないようには思っておりますが、案

内のチラシあたりもしっかりつくって広報したい、それは考え

ているところでございます。 
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澤栄美 委員  全体に必ず届くかたちでということですよね。先ほどから言

っている不登校で学校にも来ていない子どもさんとか、なかな

か学校が連絡を取りにくいとか、そういった子どもさんにしっ

かりと届くようにしていただけたらなと思いますので、よろし

くお願いします。 

 

苫野一徳 委員  これまでも何度か言っていることですが、小規模校とか複式

学級って実はものすごい可能性を秘めている。先ほど課長のお

っしゃったとおりなんですけど、これを機に小規模校ならでは

のこんなチャレンジできるんじゃないかということを先生方や

お子さんたちや教育委員会で一緒につくっていくのは、せっか

くの機会なので、したいなと思いますよね。 

 今までの箱の中にどうぞおいでくださいというよりも、少人

数だからこそこんなことができます、例えば異学年でこんなプ

ロジェクトができますとか、そういったことがかなり実現可能

なので、何かそういったプロジェクトチームなり何なり一緒に

走らせられないかなと思います。私もこれからいろいろと学ば

せていただきたいなと思っていて、小規模の山間地域の小中一

貫義務教育等とこれから関わらせていただいて、いろいろと学

ばせていただく予定なんですけど、そこでもう既に異学年の学

び合いであったりとかプロジェクトをやったりというのがあっ

て、この一、二年ぐらいですごく大きな成果が見えてきたとい

うことがあるらしくて、これから何度かお伺いすることになっ

ています。 

 例えば、そういった同じような境遇で面白いチャレンジをし

ているとか、そういうところと知恵を持ち寄って、こんなこと

もできるかも、あんなこともできるかも、先生方の負担ができ

るだけないように、でもやっぱりわくわくしたほうがきっとう

まくいくと思うので、あっこんなことをやってみたいなという

ようなことが何か起こってくるような、それとセットに何かで

きないかなという思いがありまして、ぜひ中身も一緒に充実さ

せていくということをご検討いただきたいなと思いました。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 ぜひその際にはお伺いさせていただいて、いろいろとお話を

お聞きできたらと思います。 

 指導課が中心となって取り組んでおりまして、今、天明校区

においては、具体的に新校準備会等の形で様々な小中一貫教育

の充実に向けた取組を進めておりますので、そういったテーマ
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の共有も含めてやってまいりたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ちなみに、このハーモニースクールという愛称はチャットＧ

ＰＴ、ＡＩが考えた愛称なんですけど、それよりよい愛称が誰

も思いつかなかったんですよね。 

 

苫野一徳 委員  いや、本当にいいですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  センスいいんですよ、チャットＧＰＴ。人間の仕事がだんだ

ん減ってくる予感がしますね。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（５）市立高等学校改革について 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  これまでの議論を踏まえて、非常によく練られた、いい案に

なってきたと思います。ご尽力に感謝したいと思います。 

 ３点コメントがございます。 

 １点目は、必由館高校ですけど、６ページの４、各コースの

芸術コースについてという説明文で、「音楽系・美術系・書道系

を持つ。文化・芸術に関連した課題探究型学習を中心に地域と

連携した学習や研修、社会共創に関わるグローカルな学習を行

う」。この記載は、ちょっと現状の芸術コースには当てはまらな

いと思うんですね。 

 どういうことかというと、これ学習ということで書いてある

んですけど、実際には必由館の書道を拝見しても非常にすばら

しいし、昨年の秋、県の美術展がありましたが、必由館の生徒

が４人ほど大きな賞を取っておりました。非常にレベルの高い

創造活動を行っているんですよ。だから、単に学習活動だけで

はなくて、ここの「課題探究型学習と創造活動を中心に」とい

う、「創造活動」という言葉を入れていただくと、生徒たちもわ

っと思うし、現状にもよくマッチするんではないかという気が

いたします。 

 次は、千原台です。１１ページ、自己アピール書について、
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これ、よく考えていただいたと思います。いつか私がこんなも

の出しても先生に見てもらうだけだから意味がないと申しまし

たけど、こうやって３５分で自分で書いてもらうというのは非

常にいいんですが、それでもここに書いてあるように、２の実

施方法、（１）学校独自検査の内容及び方法のところで、「受検

者は、高等学校に入学した後の自身にとっての学びのあり方、

取り組んでみたいことやその目標、千原台高校での教育活動に

対する意欲および、自分自身のことなどについてアピールする」

と、事前にこういうことを示してしまったら、やっぱり事前に

作文して先生に見てもらってしまうので、あまりここは詳しく

書かないで、実際に自己アピール書を書かせるときに、こうい

うことについて書いてくださいとした方がいいと思います。例

えば、千原台高校で何を学び、将来それをどのように生かして

働きたいと思っているか、将来の人生設計について書いてくだ

さいと、例えばそういう問いかけをそのときに出す、それでア

ピール書を作ってもらうというような形式にしてはどうかなと

思います。 

 ３点目、細かいことですが、１３ページ、この試験時間なん

ですけど、数学が３５分しかないのは短くてつらいなと私は思

います。もっと時間が欲しいと思いますよ。どうでしょうか。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 私から、２点目、３点目のご質問にお答えをさせていただき

たいと思います。 

 まず、２点目の面接の際の自己アピール書を書く際の課題の

設定ですが、私たちも前にいただいたご意見等も踏まえまして

いろいろ考えましたのが、やはりまだ中学生ということも考え

ますと、事前に課題を提示してしっかりと千原台高校について

考えてもらうことも学校に愛着を持っていただく上では重要な

のではないかなと思っています。入学後のミスマッチがないよ

うにすることも考えますと、ある程度事前に千原台高校につい

てしっかり考えてもらう、その時間を設けるということ、それ

と、やはり中学生段階ということで、高校生や大学生とはちょ

っと違う配慮も必要かなということで考えております。まずは

こういった形でやらせていただいて、また検証を進めていく中

で、どういったやり方が望ましいのかというのをご報告もさせ

ていただきながら詰めてまいりたいと思っております。 

 ３点目の入試の時間ですが、当初は私自身も４０分ぐらいあ

ったほうがいいのではと思ったところではあったのですが、実
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際の解答の状況を見ますと、数学も含めましておよそ３０分ぐ

らいで解けるような問題数、そもそも設問数を減らしたという

ところがございますので、そういった意味では、私たちも時間

に追われて最終問題が解けなかったとか、もう見ることもでき

なかったということがないような設問設定にしたつもりではご

ざいます。 

 大体、ほぼ全ての生徒が３０分以内で終わったというのが現

状でございまして、もっと早く終わった生徒もいるような設定

でございます。 

 また、実際５教科の後に自己アピール書の作成というのもあ

りますので、なかなかここを４０分とか４５分とかにいたしま

すと生徒の負担感も大きいかなという判断も一方でございまし

たので、このような時間設定とさせていただきました。この点

も検証を重ねながら、精査をしてまいりたいと思っております。 

 最後に、冒頭おっしゃられました必由館高校のスクール・ポ

リシーの部分につきましては、これは学校が設定をする、学校

で検討されておられるものでございますので、校長先生のほう

からお話をさせていただくのが適当かと思いますが、おっしゃ

られた創造的な活動というのは非常に大事だと思っていまし

て、基本計画にも盛り込んでおるところでございますので、そ

の点は私たちも十分に学校と共有をしてまいりたいと思ってお

ります。 

 

遠藤洋路 教育長  では、必由館高校、城野校長からいかがですか。 

 

城野実 必由館高等学校校

長 

 先ほど西山委員のご指摘の部分ですけど、本当にグラデュエ

ーション・ポリシーとかにはしっかり創造力を伸ばすという形

で表現していますので、そのコースの説明にもその一言を入れ

たいと思っております。 

 職員もしっかりプロジェクト会議を２月ぐらいからは週に２

回程度ずつ行っていきながら、本当に皆さんが一生懸命自分の

こととして考えて、ここまでのものができております。 

 これからまだカリキュラム等ありますけど、教育改革推進課

の職員が本校の２階に来たということも含めて、一緒に話し合

いながら頑張っていこうと思っておりますので、もうしばらく

お待ちください。 

 

出川聖尚子 委員  １つ質問なんですが、１１ページに千原台高校の選抜の試験
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の（３）に、学校独自の検査の評価及び配点のところで、３つ

目に「評価の対象は個人面接とし、自己アピール書に書かれた

内容など自己アピール書自体は、評価の対象としない」とわざ

わざ書いてあるんですけど、これはどんな理由があるのか教え

てください。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 この３つ目の点は広島の例も参考に考えたところでございま

すが、自己アピール書に書かれた内容を面接の場で表現してほ

しいというような意図でございます。 

 ただ、これまでも検討の過程ではあったんですが、そうする

とやはりコミュニケーション能力が高い生徒だけしか受からな

いのではないかというような問題提起もいただいたところであ

りまして、口頭での表現は難しいけれど、例えば文章ではすば

らしい表現力を持っている生徒はどういう評価をするんだと

か、そういった課題はあろうかと思います。 

 これも他都市の例にありますが、自己アピール書的なものも

評価をしていく。口頭でのやり取りだけではなくて、出てきた

書面も評価をして、口下手の生徒だけどしっかりとした思いを

持っている生徒を拾い上げていく、そういった取組をされてお

られる学校もあります。この入試も昨年度初めて実施をされて

おりますので、そういった実施例も見まして、文章のほうも評

価をしたほうがいいんじゃないかということであればこの点を

見直す、そういったものも他市の例も参考に今後考えていきた

いと思っております。 

 まだちょっと煮詰まっていない部分はございますが、現在の

検討状況としてはこういった整理をしております。 

 

出川聖尚子 委員  やはり口下手という方もいらっしゃると思うので、自己アピ

ールの書いてあるものも私自身としては評価したほうがいいん

じゃないかなと思ったところです。 

 

遠藤洋路 教育長  多様な生徒を採るということですよね。いろんな長所を持っ

ている人を採りたい、採れるようにしたいと思います。 

 

苫野一徳 委員  この自己アピール、西山委員がおっしゃったように、事前に

やると先生の指導で作り込んだものになるんじゃないかという

のも、なるほど確かにそのとおりだなと思ったんですけど、も

う一方で、それこそさっきチャットＧＰＴがハーモニースクー
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ルを考えたように、もはやチャットＧＰＴ、もうＡＩに聞けば

全部答えを出してくれる時代になっちゃったという面もありま

す。 

 だったらもう逆に、３週間とか１か月ぐらい前から問題を３

つぐらい、あるいは１０個ぐらい出して、その中から何か選ん

でくださいとしてもいいと思うんです。自己アピールの方法も

幾つか出して、もう１か月ぐらいかけて、どんなリソースを使

ってもいい、ＡＩに尋ねてもいい、何してもいいから何か自分

の作品を作ってきて、やり取りの中で見えると思うんですよね。

その作ってきたものも一つの評価、何か少し割合を占めるかも

しれないし、私はチャットＧＰＴを使ってこんなことを作って

きました、これにはこんなよさがありますみたいな話があった

ときに、ちょっとやり取りをする中で、ああこの生徒面白いな

みたいなのも出てくるかもしれない。もはやそういう時代に突

入しているような気がしているので、今回は難しかったにして

も、ちょっと長い目でそういったことも考えてもいいのかなと

いう気がしております。 

 

遠藤洋路 教育長  自己アピールということなので、西山委員がおっしゃるのは

よく分かるんですが、一方でその場の質問によってそんなに変

わるのかなというと、そんなに変わらないような気もするんで

す。自分のいいところをアピールしてくださいということであ

れば、聞かれることが千原台高校に入って何をしたいですかな

のか、あるいはあなたの将来どうしたいと思っていますかとか、

今関心のあることは何ですかであっても実はそんなに変わらな

くて、対策してくるというか、準備してくるんだと思いますし、

日頃の自分のいいところを出してアピールしてくださいという

ことであれば、むしろその場の反応だけを見てもしようがない

というか、日頃の積み重ねをその場で見せてくださいという意

味だったら、むしろ準備はしてくるものなんじゃないかなとい

う気もするんですよね。 

 今、苫野委員がおっしゃったように、ある程度の期間を置い

て、何でもいいですよということでもいいでしょうし、例えば

西山委員みたいに、私は本を書いてきたんでこれ読んでくださ

いというのも自己アピールとして十分あり得るでしょうし、何

かいろんな方法があって、その場で３５分与えて、その範囲内

だけでやってくださいというのが逆に自己アピールにあまりな

らない場合もあるのかなと思うんですよね。 
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 ただ、有利、不利はどんなやり方をしても出てはくるかもし

れない。そのやり方が合っている人と合っていない人、瞬発力

を求められるような自己アピールだったら頭の回転が速い人が

もしかしたら有利かもしれないけど、逆に長い期間だと、周り

にいい先生とか熱心な親がいる人のほうが有利かもしれない

し、そういういろんなバランスの中で何がいいのかなというこ

とかと思います。 

 ですから今、苫野委員がおっしゃった問題提起というのは非

常に大事なのかなというふうに思いますので、どんなやり方が

あるのかいろいろ出してみて、その中で検討するということな

んですよね。 

 

苫野一徳 委員  確かに大学の面接を毎年やるんですけど、どういうことを言

われるかなともう大体決まっているんですよ。ですから、受験

生ももう大体こういうこと言われるだろうなと分かった上で臨

んでいるので、そういう準備の仕方をしている。そうすると３

５分間、ここで最初に問題、お題を出しても、大体準備をして

きているんだろうなと思うんですね。だったらもう前もって出

しておいて、どんなリソースを使ってもいいのでというような

のもありな気もしますね。 

 

遠藤洋路 教育長  本当にその場で考えなきゃいけないというんだったら、例え

ば桃太郎の話の続きを考えてくださいとか、それだったら準備

はしてこないでしょうけど、それはあまり自己アピールにはな

らないですよね。 

 だから、日頃あなたがやってきたことであなたのいいところ

を教えてくださいということだったら、何らか準備はやっぱり

してくるんじゃないのかなと。何を聞かれてもそれを答えると

いう、それに近いものがあるんじゃないのかなという気はしま

すね。 

 

西山忠男 委員  私が自己アピール書に対してあまり意味がないんじゃないか

と言ったのは、やはり大学での推薦入試の経験からなんですけ

ど、やっぱり上がってくる自己アピール書みたいなものがどれ

も画一的で、もうどうしようもないんですよね。こんなの出し

てもらってもしようがないなというようなものばっかりだった

ので、そういった意見を申し上げたわけなんですけど、これも

相手が中学生だとまた変わるかもしれませんし、やってみない
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とやっぱりちょっと分からないところがありますよね。だから、

何年かやってみてまた駄目だったら方法を変えるというのも手

じゃないかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  もう最初から人と違うところを評価しますと宣言しておくと

か、何かみんなと同じようなものは低い点数にしますよとあえ

て言っておくと、違うのを書いてくるかもしれませんけどね。

それはそれで、先生どうしようと言って、じゃこういうのがい

いかなと余計先生が考えることになっちゃうかもしれません

ね。 

 

苫野一徳 委員  いや、チャットＧＰＴが考えるんじゃないですかね。 

 

遠藤洋路 教育長  いかにＡＩをうまく使いこなせるかが問われるとか、それは

それで一つの長所ですものね。 

 学校のほうはどんな感じに考えているのか、もし校長の意見

が聞けたらと思います。 

  

南弘一 千原台高等学校校

長 

 

（音声不良） 

遠藤洋路 教育長 南校長の音が入っていませんので、代わりに教育改革推進課

からお願いします。 

 

松永直樹 教育改革推進課

長 

 この面接を含めた入試の在り方については、学校現場と密に

議論を重ねて今こういう形にまで来ております。やっぱり初め

てのことで、先生方のご不安はあります。新しいことを取り組

むときに、しっかりと納得感を持った評価ができるかとか公平

適正な評価ができるか、先生方はその辺、今までも大変ご留意

をされて取組を進めておられますので、私たちとしましても、

その点は先生方のご心配にも応えられるような制度にしたいと

思います。 

 ただ一方で、やはり新しい学校のスタートとして、私たちと

しては、この試験制度そのものがある意味、学校の魅力を発信

するような一つのやり方であること、こういったことにもつな

がるのではないかなと思っています。 

 子どもたちがしっかりと千原台高校のことを考えて、入りた

いなという思いを高めてミスマッチなく入っていただくという
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ようなことと、併せてこの入試の在り方、それを考えていきた

いと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  今、千原台の南校長から電話が入りました。 

 

南弘一 千原台高等学校校

長 

 教育改革推進課からお話いただきましたが、一言で言うと、

現場としてもやってみないと分からないという感じです。 

 本当に本校のことを理解してもらってしっかりアピールして

もらって、そういった生徒に入学してほしいんですけど、それ

を職員がやり取りの中でどう見取れるかという職員側の見取る

力を上げていくということが非常に喫緊の課題だと考えており

ますので、この制度がこういったかたちで、教育委員の皆さん

に承認いただいて通りましたら、職員に下ろしてなるべく早め

にそういった自己アピールをどういうかたちで見取っていくか

ということを職員にしっかり研修していくというのが喫緊の課

題だと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  やってみないと分からないけど、職員の見取る力を育てると

いうことが大事だという、そういうご意見ですね。分かりまし

た。 

 

西山忠男 委員  面接する側の力量というのは、おっしゃるとおり非常に大事

なんですよね。私の経験でいいますと、どうしても女子学生の

ほうが非常に印象がいいんですよ。明るくてビビッドで、そう

いうことで男子学生のほうが地味なものですから、男子学生の

いいところを見落としてしまうということがまま起こるんです

ね。ですから、その辺はやはり力量を磨いていかないといけな

いと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  そこも確かに考慮していく必要があるなと思います。今の南

校長のお話にも通じると思いますので、職員の側の見取る力と

いうことですね。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（６）熊本市学力調査の結果について 
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《福田衣都子 指導課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ２ページの中２の数学が右肩下がりに令和元年から４年まで

だんだんと下がってきているのが気になるんですけど、単なる

偶然だったらいいんですが、何か理由があるんでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  中２の数学については、具体的な原因、理由を把握している

わけではございません。しかし、どのようなことがこの状況の

原因かというのは、今後も分析していきたいと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  中２数学以外はどちらかというと上昇傾向にある評価が多い

ようには思いますけど、確かに中２数学はだんだん下がってい

るようにも見えますね。 

 令和元年からの比較なので、学習内容は基本的に変わらない

はずなので、周りが上がったのか熊本市が下がったのかという

どちらか比較の問題だとは思います。逆に、他の教科も熊本市

が上がったのか周りが下がったのか、そこはちょっとこれだけ

では分からないところがありますね。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（７）熊本市立学校教員採用選考試験の実施について 

 

《上村清敬 教職員課長 報告》 

 

西山忠男 委員  令和６年度で特別支援教育の採用者ががくんと増えているん

ですが、これはどういう理由でしょうか。 

 

上村清敬 教職員課長  単純に特別支援学級がかなり増加しておりまして、そこを埋

める意味がございます。来年度も増えるんではないかと見込ん

でおるところです。 

 

遠藤洋路 教育長  毎年３０人以上増えているというのが最近の状況ですので、

そういう必要な人数を採用するということです。 



令和５年（２０２３年）４月 教育委員会会議録【４月２７日（木）】 

 31 

 

西山忠男 委員  そうなると、質のよい教員を確保できるのかというのがちょ

っと気になるところですけど、その点はいかがでしょうか。 

 

上村清敬 教職員課長  質の確保につきましては、我々ももちろん憂慮しておるとこ

ろではございますが、現状におきましても、臨採すら未配置で

ある学校は今年度当初で既に３０校ほどございました。 

 そのような状況を鑑みれば、まずは先生を確保するというこ

とが重要で、今は緊急事態であると考えておりまして、当然、

このような状況がずっと続くのが望ましいとは考えておりませ

んが、現時点におきましては、まずは先生を確保するというこ

とを最優先に考えたいと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  ここで採用しなくても、必要なところには臨時採用の人が出

るわけで、いずれにしても質の確保というのは、この採用の枠

で決まるというよりは必要な教員数で決まる要素のほうが大き

いと思いますので、試験を経ない臨時採用の人を多く採るか、

試験を経た正規採用の人を多く採るかという、そういう選択な

わけですね。 

 どちらにしても同じ人数が必要になります。臨時採用の割合

が多過ぎると直近のようにそもそも必要数が確保できないとい

うふうになりますので、それを避けるためには正規の採用を増

やすという方法しかないというのが現状です。 

 

西山忠男 委員  事情はよく分かりましたけど、そうなりますとやはり入って

から、採用してからの研修が非常に大事になってくると思うん

です。 

 以前から、一般教員も特別支援教育の専門性を高めるように

しなければいけないのは課題として上がっていますが、これは

まさしく特別支援をやるわけですから、特にしっかりと研修し

ていただいて頑張っていただきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  特別支援は、以前から特別支援の免許を持っている人の割合

を増やしていくということをやっていますので、今回大きく採

用を増やしますけど、当然、特別支援の専門性の向上というこ

とも併せてやっていく必要も、これは既に採用している人も含

めてやっていく必要があると思っています。 

 この数は本当にかなり史上空前の数という感じがしますの
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で、これだけ採用しますから、その分たくさん受けていただか

なきゃいけませんので、ぜひ皆さん、教育委員の皆さんも発信

のほうお願いしたいなと思います。 

 去年と同じ人数しか受けなかったら、西山委員のおっしゃる

ように質が下がる可能性がありますので、去年より多く採用す

るなら去年より多く受けていただく努力をやっぱりしないとい

けないと思いますので、ぜひそこは皆さんのお力をいただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（８）令和４年度（２０２２年度）心のアンケートの結果について 

 

《吉里麻紀 総合支援課長 報告》 

 

澤栄美 委員  ２年生が一番多いというのは文部科学省の統計でも同じなん

ですよね。７ページのところに問１４で相手が嫌なことを言っ

たりしたりしたからというのがあるんですけど、多分、低学年

でどのくらいいじめということの理解があるのかなというとこ

ろがあります。人間関係を学ぶためのけんかってあると思うん

ですよね。相手が嫌なことを言ったりしたりしたからというこ

とをいじめと捉えているのが低学年の傾向なのかなというのも

あるので、全てが自分が嫌だったからそれがいじめだというふ

うに捉えないような指導も逆に必要なのかなというのを私は常

日頃考えているところです。 

 質問なんですけど、９ページの６番の下のところで、「昨年度

の研究員による研究を生かし」というのがありますけど、この

研究の内容を知らないので、簡単でいいのでどんな状況なのか

教えていただきたいと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  これは、教育センターで実施いただいております研究員の成

果発表によるものです。不安や悩みを抱えたときの対処の方法

を子どもたちに知ってもらい、ＳＯＳを出してもらうというと

ころで研究を進められております。 

 今、その研究成果をロイロノートに資料として保存してあり

まして、そういったことを授業の中で他の先生も活用できるよ
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うな状況となっております。 

 

澤栄美 委員  教育センターのホームページの研究員のところを見ると、ア

ップされているということですか。 

 

澤田伸一 教育センター所

長 

 令和３、４年度の研究員が研究実践して授業をしているんで

すが、このとき、先生方に見てもらう分の公開は考えてやって

いたんですけど、ホームページ上にアップするということを前

提としていなかったものですから、その辺の承諾等が取れてな

くて、残念ながらアップすることはできません。ですから、今

おっしゃったようにロイロノート、閉じられた中での共有はで

きるようにしております。 

 

澤栄美 委員  個人的に興味があったので、ぜひ見てみたいなと思いました。 

 

澤田伸一 教育センター所

長 

 

 はい、見られるようにしたいと思います。 

 

澤栄美 委員  いつか見せていただけたらと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  公開はしていないけど、熊本市の教職員の中で共有している

ということでしたら当然教育委員は見られると思いますので、

そこは対応します。 

 

出川聖尚子 委員  問いの７で、今もいじめは続いていますかというところで、

中学校は３５％、小学校は３４％の回答が「続いている」とな

っていて、うろ覚えなんですが、文部科学省の問題行動の調査

結果では８割近くはたしか解消しているという、全体的なもの

ですけどそう書いてあったように思います。この時点でどれぐ

らい前からいじめが始まったのか分からないですが、いつから

続いていますかが前の学年からだとかなり長く続いているので

はないかと思うんですけど、そういうお子さんと先生との認識

の違いみたいなものがあるんじゃないかなと思っているんで

す。そのあたりは解消したという先生の認識と、お子さんがそ

う思っていないというところにちょっと差があるのかなと思う

んですが、その点についてはどのようにお考えでしょうか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  おっしゃるとおり認識の差がある場合がありまして、現在、
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どちらかというと早期発見のほうに力を入れております。 

 例えばいじめで不登校になられた方が３０日以上となったと

きには、不登校の重大事態として、必ずそこにいじめがないか

ということを確認しています。そこで必ず、不登校の原因が何

なのか、そこにいじめがあるのかということを確認し、もしそ

こにいじめがあった場合は、いじめ重大事態として学校で詳細

に調査をすることとしています。また、その対応策については

学校のほうで考えて、またそれを保護者や教育委員会とも共有

しながら進めていくこととしています。 

 いじめが解消するという点については、傷ついた心を癒やす

時間が人それぞれによって違い、子どもによっても長くかかる

場合もありますので、いじめの行為自体は終わっていても、や

はりなかなか解決に結びつかない心の問題が残っていて、長く

いじめが続いているというようなことになる場合があります。 

 

遠藤洋路 教育長  重大事態になるようないじめであれば学校もかなり認識はし

ていると思いますけど、ここに出てきているのは、今もいじめ

は続いていますかという答えが３４％とか３５％とかいうこと

ですから、重大事態になるものだけではなくて、その他のかな

り数多くのいじめも含まれていると思います。そういう全体を

どのぐらい学校のほうで認識できているかということでいう

と、出川委員がおっしゃるように子どもの認識と教員の認識が

かなり違っている場合も、これを見るとあるんではないかなと

いうふうには思いますよね。 

 もし認識をしているのであれば、そのまま１年間放置してい

るということはないでしょうから、もちろん対応はして表面上

収まっているように見えるけど、本人はまだ傷ついているとい

うことで、まだ続いているというふうにチェックをしている場

合もあるかもしれないですし、そうではなくて、実際に学校と

してはもう対応が終わっていると思っているけど陰で続いてい

るという場合もあるでしょうし、両方あると思います。 

 それを先ほど早期発見ということを課長も言いましたけど、

発見した後の対応ですね。どのぐらいそれが継続しているのか、

そこから本当にいじめが終わって子どもが回復しているのかと

いうところまで見ていくという必要があるんだろうなと思いま

す。 

 ただ、ここにありますように誰にも相談しないというケース

もあって、必ずしも全部そもそも学校が把握できているのかと



令和５年（２０２３年）４月 教育委員会会議録【４月２７日（木）】 

 35 

いうと、ここに出てきているいじめの全貌を学校が把握できて

いるとも言えない。ですから把握する努力というのも当然、先

ほど課長が言ったように早期発見というところの努力もするこ

とで、今でも続いているという数字も減ってくる、そういう効

果もあるんだろうと思います。 

 

出川聖尚子 委員  どの時点で解消するかというのも何か定義がたしかあったか

と思います。人間関係は、例えば物を壊されなくなったからい

じめはなくなったとかいうことではなくて、そこでの視線だっ

たり何かちょっとした、他の人はそれはいじわるじゃないよと

思うかもしれないけど、小さい子や個人の中では、さっき解消

されない状態で続いているからという話もあったんですが、そ

もそも解消しないんじゃないかという視点を持って、教員がそ

の関係性を見ていくということが必要なんじゃないかなと思う

んです。 

 解消してしまったと思えばそこにはないので、見えるものも

見えなかったりとかするんではないかという心配があって、い

じめ解消をやっぱり目指すんですけど、なかなか解消しないと

いう前提で人間関係を把握しておくということが必要ではない

かと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  とても大事な視点だと思うので、学校のほうにもそういった

ことを伝えていきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  言ってみれば、大人になってもあのときのことを思い出すと

腹立つとか悔しいってあるかもしれませんからね。それがまだ

続いてますよと言われたらまだ続いているということなのかも

しれませんしね。おっしゃるように、解消しないことも十分あ

るという前提で対応する必要があるのかなと思います。 

 

苫野一徳 委員  こちらは無記名のアンケートなので、早期発見といったとき

にそう簡単に早期発見ってできないと思うんですよね。何かＳ

ＯＳが出せるような機会を生徒たちはみんな知っているのかど

うかをお聞かせいただければと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  この心のアンケートの他に、学校のほうでは毎月きずなアン

ケートというものもやっております。その中では、相談をした

いときには項目として相談を書けますし、また、誰に相談をし
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たいかということも記入ができるようになっております。そう

いったところで状況把握をしております。 

 その他、様々な相談機関がありますので、そういったことを

子どもたちや家庭のほうに周知をしております。ＬＩＮＥ相談

等もございますので特定ができない場合もあるのですが、やは

り先生たちは、全体を見る中でこれはもしかしたらこの子かな

というのはあられる場合が多いように感じています。 

 

苫野一徳 委員  ちょっと気になったのが、小学校、中学校で誰にいじめられ

ましたかで、２ページなんですけど、「先生」というのが高校に

なると１４％もいるんですよね。これ、すごく気になるんです

けど、これは先生方でちゃんとこの情報を共有されたり等々、

何か話し合われたりなどはあるんでしょうか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  特に個別に、高校の先生というところで今のところまだ情報

を提供しているわけではないのですが、この結果については、

教育委員会会議にも出しておりますので、見ていただくところ

で想定をしております。 

 

遠藤洋路 教育長  高校の場合は市立高校２校の１，６８５人で、そのうち０．

４％ですので、母数が他の小学校、中学校よりかなり少ないの

で数人だと思われます。数人ということになるので１，６００

掛ける０．４だから１０人には届かないぐらいの人数ですね。 

 ですから、割合も極端に出る、誤差はあるとは思うんですが、

また先生からというのが多いんであれば、それはちょっと人数

の問題とは別に問題かと思います。それは学校のほうで当然対

応しなきゃいけないと思います。 

（注）高校生１，６８５人のうち、「いじめられた」は０．４％

で７人。そのうち、「先生から」は１４．３％で１人。 

 ただ、小学校、中学校と同じような規模で聞いているわけで

はないので、これが日常、常にこういう状況かどうかというと、

またそのときの回答者によって大分答えは変わってくると思い

ます。 

 だから、逆に先ほどの小学校の１年生とか２年生が非常に多

いわけですが、その人たちが、じゃ今でもいじめが続いていま

すかという回答は、先ほども出たように、もし一時的なけんか

に近いものだったら「今でも続いている」と答えている割合は

低いのかもしれないし、その辺はもう少し、このグラフだけだ
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と分かりませんけど、分析してみると、どのぐらいの期間続い

ている、どのぐらいの人数が答えているというのも少し変わっ

てくるのかなと、全体像が分かるのかなと思いますので、そこ

の分析は総合支援課でお願いしたいなと思います。 

 あともう一点、先ほどの苫野委員がおっしゃった相談ですけ

ど、この４月から熊本市にこども局ができまして、そこにこど

もの権利サポートセンター、この前の総合教育会議でやりまし

たね。今は準備室ですけど、それができますので、学校に相談

したくない場合にはそちらにも相談できますよということはこ

れから周知をしていく予定です。それは必要でしょうし、子ど

もにとってもう一つ相談先が増える、中立的な立場で相談を聞

いてくれる人が増えるというふうに、そういう役割を果たせる

と思います。それはこども局ともよく連携していきたいと思い

ます。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

日程第５ 自由討議 

・テーマ「教育委員会行政視察について」 

 

《須佐美徹 学校教育部長 説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、これから討議に入りたいと思います。 

 時間は３０分程度ということで、それぞれの皆さんから気づ

いた点、それから感じた点、あるいは熊本市に生かせるなと思

った点など伺えればと思います。 

 

西山忠男 委員  ４ページの大野学園なんですけど、ここは小中一貫教育校と

いうことで、実際に行ってみますと駅の周りには何も店がなく

て、我々が視察に行って時間を潰そうと思っても何もないとい

うようなそんな田舎だったんですけど、この学校に行ってみる

と、すばらしい設備の学校で非常に驚かされました。 

 私が一番印象に残ったのは、やはり特別支援教育なんですね。

ここにありますようにクラスが小学校は１２クラスもあって、

中学校も３クラスあるんですね。校長先生はお一人で両方束ね

ているわけですけど、校長先生がおっしゃるには、特別支援学
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級の入学希望者が非常に多いと。小中一貫なので非常に丁寧に

面倒を見てもらえると、小学校から中学校まで上がっていくに

つれてですね。そういう期待感があるんだろうということで、

当然そうなんだろうなと思いますから、本市でも小中一貫校と

か義務教育学校とか造っていくと、やはり同じような傾向が出

てくるんだろうなと感じました。 

 そうなると、やはり相当特別支援教育に長けた教員を配置し

なきゃいけなくなりますので、そういったことも考えていかな

きゃいけないなと思って、さっき特別支援の採用の水準を伺っ

たのもそういう背景もあったんですけど、そういう印象を受け

ました。 

 このことについて野田先生、何かご感想があればお尋ねした

いと思います。 

 

野田建男 特別支援教育室

長 

 この報告を聞きまして、今、西山委員がおっしゃるとおり、

やはり小中一貫であまり環境が変わらずに上がれるところがい

いところなんだろうなと感じたところでございます。 

 専門性のある職員を配置するというところも、これだけあれ

ば様々なニーズがあるお子さんが入ってこられると思うので、

なかなか専門性の担保というのは難しいだろうなと思いつつ

も、そういった配置もしていかないといけないのだろうなと思

っているところです。 

 

苫野一徳 委員  今のお話で、少し別の角度からも考えてみたいなと思うんで

すけど、特別支援学級が多いということは一概によいと言える

かというのもちょっと考えたいと私は思うんです。つまり、み

んなで一緒に学ぶことができない、学ばせてもらえないという

とちょっと語弊があるかもしれませんが、本当にそれでいいの

かなというのを考えたいと思うんです。 

 例えば、これは大野学園がどうという話じゃないということ

を前提にですが、ここにも、学習規律の統一化、小中合わせた

学習規律の実施ということもあって、確かにチャイムが鳴ると

びしっと、そして深々とおじぎをし、学習規律が徹底されてい

るわけですね。この中で学べない子は多いだろうなと思いまし

た。 

 では、そういう子たちは、特別支援に入れるのかということ

になって、ますます特別支援学級が増えていくというのを考え

たんです。むしろ、例えば宮園小に行ったときには、最初には
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気づかないんですが、個人探究をやっている家庭科室ですごく

生き生きとお菓子かケーキを作っていたんです。それで向かい

の子も、年下の子だったと思いますけど、その子もお菓子か何

かを作っていたんですよ。それで、この子はこんなものを今作

ってるんだよとかってその子の話をしてくれて、私たちも今こ

んなケーキを作って、私はこれを作ってとすごく上手に話をし

てくれて、後で聞いたら自閉症スペクトラムの子だったという

ことでした。そのときには全く気づかないんですよ。ちょっと

特性がある感じはするなとは思ったけど、後で聞くと、ふだん

は全然しゃべれないそうです。ところが、あの時間になるとす

ごく生き生きと学びに没頭していて、しかも自分の個人探究の

発表のときに、１人持ち時間５分ぐらいの発表をみんなしたと

きに、彼女だけノー原稿で１５分か２０分ぐらいしゃべって話

をしていましたよね。ああ、この子はこういう居心地のよい学

び場で今没頭しているんだなという感じがしたんですよね。あ

れって、あの場がどのような在り方であってもいいよと、自分

の没頭できる在り方で居心地よく過ごしてくれていいよという

ような感じが、学校全体に私はあるような感じがしたんですよ

ね。 

 あの学校を回っている間に、やっぱり一人一人が本当にそれ

ぞれの分野に没頭したり、あるいは特に協働したり、音楽室で

１人だけずっとピアノを弾いている子どももいましたよね。あ

あいうことが許されていると、やっぱり居心地いいんじゃない

かなと思うんです。 

 そうすると、本当に自閉症スペクトラムの子がインクルーシ

ブにまさに学んでいるというか、そういうことが可能だったな

と思って、だから学習規律でびしびしっとなると、そうすると

結構そこで苦しい子が出てきて特別支援にどんどんみたいなこ

とも起こり得るのかなと思って、私たちが参考にすべきなのは、

どういう学校の文化であったり雰囲気であったり、インクルー

シブな環境であったりなのかなというのを、そういうことも私

はちょっと感じたんですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに、韓国のスイーツとか何かを作っている子とかいろん

なものを作っている子がいて、どの人がそういう特別支援の必

要な子どもなのかというのは、見かけは全く分からないし、誰

が聞いても自分が作っているものをとてもうれしそうに教えて

くれるという、何かそういう状況でしたよね。 
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 大野学園も、５ページに写真が出ているエプロンみたいなの

を作っていましたよね。あのクラスには特別支援学級の子ども

も一緒に入っていて、みんな同じように作っていましたし、話

を聞いたら自分が作っているもの、今これやってるみたいなこ

とを同じように教えてくれましたので、場面によって少し違い

はあるのかなと思います。やっぱり自分がやりたい、楽しんで

できる活動をしている場面というのはどの学校でもそうした生

き生きとした感じになるんでしょうし、起立、１、２、３、４、

５、みたいなああいう状況だと、やっぱりちょっとつらい子は

いるんだろうなというふうに思いますが、そこは特別支援学級

と分けているということも一つあるんでしょうけど、日頃の授

業の仕方というところは大分違うのかなと思います。 

 同じ自治体の中でそこまで学校に個性があるというのが私は

むしろ新鮮でした。すごく特別支援学級をいっぱいつくってい

る学校もあれば、そうじゃない別のやり方をしている学校もあ

るという、そこの自由度というか、自由な多様性というか、そ

れは非常に勉強になったなと私は思いましたね。 

 

西山忠男 委員  確かに、苫野委員がおっしゃるように、特別支援学級をいっ

ぱいつくればいいかということじゃないと、確かにそう思いま

すけど、特別支援教育がなかなか一般論で議論しにくい部分が

あって、生徒さんの個人差が非常に大きいのでケース・バイ・

ケースで対応しなきゃいけない、できるだけインクルーシブで

やりたいというのはもちろんそのとおりだと思います。 

 私が申し上げたかったのは、要するに特別支援学級の保護者

さんの期待が小中一貫校に対して非常に高いということなんで

すね。だから集まってくるんだと思います。だから、やっぱり

その期待に応えなきゃいけないんだろうなと思うわけですね。 

 本市でも、託麻東小と二岡中のように一貫校になっていると

ころではやはり特別支援教育はスムーズにいっているというお

話を伺っています。そこが評価されているんだろうと思います

ので、かなりそういう取組を期待されているし、強化していか

なきゃいけないんだろうなという印象を改めて持ったというこ

とです。 

 

澤栄美 委員  そのことでいうと、特別支援学級に入ったからずっと特別支

援学級の中にいるというわけではなくて、通常学級と交流を取

るし、その子にとってどの時間が快適な部分で、その子に合っ
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た教育ができる特別支援学級であるということが大事かなとい

うふうに思います。 

 大野学園の話が出たので、私がすごくよかったなと思ったの

は、資料も持ってきたんですけど、家庭科の学習とかを見させ

ていただきまして、地域の方がしっかりと入っておられました。

学習支援をお願いしたい活動について、３学期分で１枚の計画

が出ていたりとか、学校の行事が全部地域にこうやって配られ

るとか、それはすごいなと思うんですよね。 

 そういうのが多分、天明の今度の小中一貫校、そういうとこ

ろでなされていくとそれがモデルになっていくと思うし、やっ

ぱり学校が開かれるというのはそういうことだと思うので、そ

こはすごくお手本になるところだなと思いました。ちょっと紹

介をしておきたいなと思いますし、熊本でもこういうことをや

っていくと、どんどん学校の中もよく透けて見えるし、地域の

人たちも協力して子どもたちを見るようになると思います。今

は習い事とかでなかなか地域に子どもがいなかったり、公園で

遊べなかったりするけど、顔を合わせて声をかけられると防犯

上の効果にもつながっていくのですごくいいなと思います。大

野学園に関してはそこが一番私は印象に残りました。 

 

遠藤洋路 教育長  私たちが入った入口も地域の方用の玄関でしたね。 

 

澤栄美 委員  そうでしたね。 

 

遠藤洋路 教育長  熊本市の学校は、確かに何かちょっと入口が分かりにくいん

ですよね。 

 

澤栄美 委員  そうですね。 

 

遠藤洋路 教育長  どこから入るのか分かりにくいところがあるので、地域の人

が気軽に入って、そこで何か助けるというような造りにはあま

りなっていないので、そういう造りのところから、恐らくもう

最初からそういう前提で設計されているんでしょうが、その辺

はちょっとでも参考になるなと思いました。 

 

小屋松徹彦 委員  私も、大野学園についてちょっと今出ていましたので、そこ

で注目したのは、地域学校の協働活動というのはどういう取組

をされているかなということについて一つ興味を持って見たん
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です。 

 熊本でいいますと、多分地域の団体というと自治協議会とい

うのがあって、そこに各種団体が全部入っているというか、そ

ういうのがあるんですけど、今一つ、何か自治協議会として一

体として動くという部分がないなという印象を持っていたの

で、大野学園では地域学校協働活動ってどうしているんだろう

というのは非常に興味があって見たんです。一つ大きいなと思

ったのは、コーディネーター的な存在の方が専属でいらっしゃ

って、そういう方が全部を結びつけていっているんだなという

のがあったので、やっぱりああいう存在というのは必要かなと

いうのが一つ思いました。それから、先ほど澤委員も見せてく

れましたけど、カレンダーですね。年間のカレンダーをもう作

っていらっしゃる。これですね。学校のスケジュールプラス地

域の方々の行事の年間スケジュールも一緒に入っているんです

ね。 

 これがすごいなと思ったのは、春にはこれがもう配られるわ

けですけど、そのためには相当前から学校の中でこういう行事

を決める作業というのがないといけないんだろうなと思うんで

す。要するに、年内に恐らく学校のほうでも行事をきちんと組

立てをされていて、それに伴って地域のほうもそれに合わせて

行事をつくっている。年内にこれを作って多分春には配られる

という、これはすごいなと思いましたね。 

 多分、熊本では、まだそこまで年内に前倒しして学校行事を

全て決めて地域との行事のすり合わせをするとか、そういった

部分はないと思うので、これはすごい活動になっているなと思

いました。 

 大野学園に関しては、それがちょっと一つ感想です。 

 

苫野一徳 委員  コミュニティ・スクールは考えてもいいんじゃないかなとい

うのをまた少しご提案させていただきたいなと思いました。 

 阿蘇のコミュニティ・スクールですごく面白い実践をされて

いるところがあって、地域学校協働本部で地元のミュージカル、

例えば本当に授業にどんどん入っているんですよね、地域の

方々が。そこで何が起こっているかというと、プロジェクトは

やっぱり探究が起こるんですよ。 

 例えば、地元のミュージカルの劇団とかが入って子どもたち

と一緒にミュージカルをつくる、そういうプロジェクト型の学

びをやっていて、面白いなと思ったのは、地域学校協働本部、
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コミュニティ・スクールを中心にしてプロジェクト型の学びへ

と学びを転換していくという試みが、ああ可能なんだなという

のを目の当たりにさせていただいて、すごく面白いなと思いま

した。 

 コミュニティ・スクールにするともう地域を巻き込まざるを

得なくなるので、意識がまたちょっと変わってくるかなと思い

ます。とはいえ、形だけのコミュニティ・スクールもいっぱい

ありますけど、大野学園のような地域学校協働活動をまたもう

一つ地域学校協働本部という形にして、そしてコミュニティ・

スクールをつくっていくというのも、何か一気に地域とのつな

がりを生かしていけるようなことがあるんじゃないかなと思っ

て、また提案をさせていただきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  今お二人から出たような活動をまさにするために、今年度か

ら地域教育推進課という課をつくりましたので、その課でぜひ

検討していただきたいということだと思います。 

 課長から何か意気込みを聞かせてください。 

 

原口琢哉 地域教育推進課

長 

 委員のお話を聞かせていただいて、今いろんな場所を研究、

調査したいと考えておりますので、ぜひ阿蘇のどこかを教えて

いただければすぐ調査、研究に行きたいと思います。本当にお

っしゃられるとおり、学校と地域が協働して探究とかプロジェ

クト学習を、こういうことによって子どもたちの目の輝きとか

意欲というのが本当、明らかに変わるんだなというのは私も学

校の校長として実感をしておりますので、またいろいろ教えて

いただければと思います。意気込みを示させてもらいます。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございました。 

 何か前半のフリースクールとか、そっちのほうの感想はあり

ませんか。 

 

出川聖尚子 委員  私は、フリースクール１泊２日で、１４日にはちょっと熊本

に帰ることになりましたので、感想は不登校支援の広島県教育

委員会とフリースクールのほうになります。フリースクールに

行って、不登校の子どもの状態ってやはりいろいろ違いがある

というか、子どもさんによって学校には来られるけど教室に入

れないとか、あるいは学校に行けなくて別のところだったら行

けます、人とは関われますみたいな、そういうことをそれぞれ
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聞かせていただいて、不登校支援がきめ細やかだなというふう

に思いました。 

 名前も適応教室と使わずにフリースクールと名前を変えて、

子どもたちが遠方からでも電車に乗って来るというようなこと

を、幼稚園を開放したフリースクールで見学させていただいた

ときにはそのようにおっしゃっていて、なかなか学習というと

ころの保証まではいけないのかなというところも、そのときに

お話、やり取りさせていただいたときにご意見もあったりした

んですけど、それでも家から出て、これからのことを子どもた

ちが考えたいというか、自立していくというところの一歩とし

ては、そういう場が行政の中にできて、そういう意味で今、不

登校の子どもたちが増えているので、様々な段階を踏んで、子

どもたちがまた学校に行ったり学びたいとなるような支援がで

きたらいいというふうに思います。 

 熊本市も、オンラインでの授業に参加できるとかそういった

こともされていらっしゃると思いますけど、そういう福山のフ

リースクールの取組は学ぶ点があったなというふうに思いまし

た。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 出川委員は前半だけでしたね。 

 

出川聖尚子 委員  そうです。 

 

遠藤洋路 教育長  あそこの校内と校外といいますか、その違いというのが、両

方つくる意味はどういう意味なのかなというところは見ながら

考えていましたけど、校内は校内で学校の友達とすぐ会えると

か、もし気が向いたら授業に参加できるとか、そういうメリッ

トは確かにあるのかもしれないと思いましたけど、逆に、学校

の中にあることによって行きにくいという子どももいるのかも

しれないし、両方のニーズが確かにあるのかなというのは見に

行って感じたところであります。 

 

西山忠男 委員  私は、福山市フリースクール“かがやき”中央を見させてい

ただいて非常に強く印象に残ったのは、そこの校長先生が、生

徒たちは本当にみんな明るくて屈託がないんですよとおっしゃ

った。学校に行けない子どもたちが集まっているんだけど、ど

うしてそうなのかなと思って不思議だったんですけど、実際に
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中を視察しているときに１人の女子生徒から、小学校５年生か

６年生ぐらいですか、突然話しかけられたんですよね。先生、

相談あるんよと言って、えっと思ったんですけど、自分は本当

は小学校に行かなきゃいけないんだけど行けないんよ、どうし

たらいいって。そういう話から始まって、自分の複雑な家庭事

情をしゃべるんですよ。非常にかわいそうな家庭環境にあるこ

とは分かったんですよ。それを全く屈託がなくて明るく話すも

のだから、どうしてかなと思って不思議でたまらなかったんで

すけど、やっぱりこういうところに来ていることによって何か

開放されているものがあるんだなと思って、校外にこういう学

校を設けている意味はそこにあるのかもしれないなと思いまし

たね。 

 それで問題の解決になっているかどうかというのはちょっと

まだ分からないけど、でも本当はもう自分は家出して１人で住

みたいとかそんなことまで言うので、かなり深刻な状況に違い

ないんだけど、屈託がないというところ、それが非常に強く印

象に残りました。 

 

苫野一徳 委員  実は私もそれを言おうと思っていて、この視察を通していろ

んなことが記憶に残っているんですけど、一番記憶に残ってい

るのが西山委員とあの彼女とのシーンなんですよ。何か変な言

い方ですけど、すごくすてきなシーンだったなと思って、ずっ

と西山委員が話をうなずきながら聞いていて、彼女はやっぱり

言葉がすごくしっかりしていたんですよね。私もちょっと盗み

聞きしながら、うろうろして聞いたらすごく言葉がしっかりし

ていて、最後に西山委員が私には何もできないけどみたいなこ

とを言ったら、彼女が、いや本当聞いてくれてありがとうござ

いました、聞いてもらえてうれしいと。ああこういうことが大

事なんだなというのを思って、すごく心に残っていて、やっぱ

り開放できる場所がこういうふうにあるということが大事なん

だなと思ったので、そういう場で、しかもこういう大人が行っ

たりとか、全然利害のない人たちがそこにいるとか、斜めの関

係であるとか、そういう場がいっぱいできていくと子どもたち

はもうちょっと開放されて、もしかしたらもう少し心穏やかに

というか、しわ寄せが減るんじゃないかなというのが、私も実

はこの視察を通して一番感じたことでした。 

 

遠藤洋路 教育長  結構長時間相談されていたんですけど、もう行きますよとい
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うぐらいの時間までずっとお話しされているから、すごい、よ

っぽど何か話したかったのか、西山委員のことを信頼してお話

しされているんだなということをすごく感じました。 

 

西山忠男 委員  外から来たからよかったんでしょうね。知らない人だからか

えって話しやすかったんですよ。 

 

遠藤洋路 教育長  そういう意味で、学校外にもあるし、このフリースクールの

スタッフも教員免許を持っている人はほとんどいなくて、ほと

んど皆さん福祉系の資格とか経験を持っている方でしたね。だ

から、ある意味かなり振り切った施設だなと思いましたけど、

あえてそういうふうにしているのかもしれませんね。 

 そこで何か急に教育的な指導をされたり説教されたりしたら

多分、途端に行く気がなくなっちゃうでしょうし、そういうこ

とは全然やっぱりしないという方針を貫かれているような感じ

がしました。 

 

澤栄美 委員  不登校関係の視察に関して、私が希望していたので、いろい

ろ考えながら視察をしていたんですけど、例えば県の教育委員

会のほうの不登校ＳＳＲですね。これは熊本市のホームページ

の中でいうと不登校対策サポーターがいる教室みたいなのかな

というふうに思ったり、あるいは校内フリースクール、これは

福山市だけの話になりますが、熊本市内で言うならばフレンド

リーに当たるような部分もあるのかなというふうに考えまし

た。そのときに、今フレンドリーの数が増えて、５つあります

よね。そこで日々生活している子どもたちがいる中で違いがあ

るとすれば、私もフレンドリーがどんなふうにやっているか、

いろんなところに行ったりして、勉強していたりするというの

は知っていますが、広島県教育委員会がまとめてくださった資

料に支援方法があるんですけど、「一人一人に応じた学びを、児

童生徒と一緒に考えたり計画したりする」、それと「多様な活動

を設定し」というのがあるんですね。 

 私たちが行ったのは午後だったんですけど、本当に自由にや

っていたんですね。午前中はしっかり勉強していますというこ

とでした。中学校２年生と３年生の男の子たちが何かちょっと

したゲームをしていたので話を聞いたら、自分たちが行く学校

のことを教えてくれたんですね。島にある高校に自分は行くと

か、何とか工業というところだったと思うんですけど、しっか
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りと自分の方向性を考えながら、午後のああいった自由な時間

がある、しかもそれは児童生徒と一緒に考えているというとこ

ろで、フレンドリーがどういう感じなのかちょっと私も十分は

分かりませんけど、以前だと、決められた内容で学校と同じよ

うに勉強の時間があって、決められた時間割の中で過ごしてき

たりするということで、結局もう行かなくなったという子ども

もまあまあいたんですよね。 

 だから、何かこういった考え方でせっかくフレンドリーとい

うのがあるので、居場所を見つけにくる子どもたちが自分たち

で考えてできるというのも、また入れていただくというのも一

つの方法かなというふうに思ったのと、せっかく熊本市の場合

はユア・フレンドとかもいますので、西山委員も明らかに相談

しやすい雰囲気を醸し出されていたと思いますけど、ユア・フ

レンドがピアサポート的な感じで、学生にならいろんなことを

話せるとかそういったこともあるので、熊本市の取組について

しっかりまとめてあるものを今後どうつないでいくかというの

も熊本市の中で考えていったらどうかなというふうに、不登校

支援に関して視察した後に思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  施設の種類としては、福山市フリースクール“かがやき”と

いうのはフレンドリーと同じ種類の、以前適応指導教室と呼ん

でいた施設です。その名前を変えてフリースクール“かがやき”

とされていて、私たちも適応指導教室という名前を変えてフレ

ンドリーという名前にしましたので、種類としては同じ種類で

す。やっている内容とか方針の違いというのも、お互いに見て

学ぶところは確かにあるのかなと思います。 

 特別支援教育室はどうですか。今これを見て何か感じたもの

とかありますか。 

 

野田建男 特別支援教育室

長 

 そうですね。いろんな多様な学びということでやっていくこ

とはとても大事なことですし、障がいのあるお子さん方に関し

ても、さっき苫野委員もおっしゃったとおり、いろんな学び方

があるんだというふうなところを私たち自身も理解しないとい

けないし、子どもさん自身もそういった学びでいいんだという

ことをそれぞれが認め合わないといけないのかなと思いまし

た。 

 澤委員も、多様な学びと言われましたけど、フレンドリーに

ついてもそういった学びを推進していかなければいけないし、
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特別支援学級、また通常学級等においてもそういった学びを追

求していかないといけないかなと思ったところでございます。 

 

小屋松徹彦 委員  不登校児童生徒への支援ということで、広島県の教育委員会

で取り組まれている中で私が一番衝撃的だったのは、広島ＬＥ

ＡＲＮプロジェクトが一番私は印象に残りました。これは、不

登校児童生徒の支援ということよりも、もうこれは一般的に全

員、全部についてできるんじゃないかなと思ったんですけど、

要は体験型のわくわくということですよね。 

 実際、一つのテーマとして家出をするというテーマの下に３

回ぐらいやって、３回目は実際にもう家出をするという、そう

いった体験をするような取組がありましたけど、これは非常に

面白いなと思いまして、体験型の、例えば総合的な学習の時間

とか、ああいったところを利用してこういったことを取り組ん

でみるのがいいなと思いましたので、東京大学先端科学技術研

究センター、ここはぜひどこかで接点をつくって熊本にも取り

入れたらどうかなと思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  これは苫野委員のお知り合いで、前の東大のロケット系列の

取組ですよね。 

 

苫野一徳 委員  実はたまたまというか、この後、ＬＥＡＲＮに関わることに

なりまして、何と無償で自治体にこのプログラムを全部これか

ら提供してくださるということなので、これはもう活用させて

いただくのがいいんじゃないかなと思います。無償ですからね。 

 東大ＬＥＡＲＮ、家出プロジェクトをはじめいろんな先生向

けの研修プロジェクトだったり、子ども向けだったり、もうか

なり高価な研修プロジェクトをこれから無償で提供してくださ

るということなので、これはぜひタッグを組めるといいかなと

思うんです。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがたい話ですね。 

 では早速、これはどこが担当するのがいいんだろう。担当の

人を決めて連絡を取るようにしましょう。 

 

澤栄美 委員  もう一つ、宮園小学校で私が何かいいなと思ったのは、探究

がそれぞれの中で自分のやりたいことを探究しているんでしょ

うけど、総合的な学習でそれをやっているんだったら、課題設
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定とかしっかりとやっていかなきゃいけないと思うのですが、

それがどんな探究なのか分からないままに帰ってきたんです

が、自由進度学習、これがすごくいいなと思いました。自分が

やりたいところをやって、しかも学び合いがそこで起きている。

そこはもうちょっと調査してというか、いろんなところで学校

で取り入れると子どもたち同士の学び合いができます。私が以

前、白川小学校に勤務していたときに学び合いに取り組んでい

る先生がいたんですけど、算数が１０点ぐらいしか取れなかっ

た子が学び合いを取り入れて８０点ぐらい取れたということが

ありましたね。そういった例もありますので、やはり子ども同

士で分からないところを教えることで教える側も伸びていく

し、そして分からない子どもも友達から教えてもらうというと

ころで伸びていくというところもあるので、自由進度学習につ

いてはもうちょっと知りたかったなというところもあります

し、取り入れられるところは熊本市でも取り入れたらいいかな

と思いました。 

 

苫野一徳 委員  今、澤委員がおっしゃった学び合いに取り組まれている先生

を、澤委員にご紹介いただいて拝見させていただいたことが何

年か前にありました。その先生もそうですし、私のゼミの卒業

生で、熊本市内でも自由進度学習をやっている先生がいて、実

は熊本市内で結構、人材がだんだんと育っているんですよね。

だから、そういう先生たちを活用して、市内にそういった輪が

ますます広がっていったらいいなというのは私もずっと願って

いるところで、ぜひともご検討いただけたらなと思っておりま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  誰がそういうことをやっているのかは、どういうふうにした

ら分かるんですか。苫野委員が直接知っている人が多いのかも

しれませんけど、どうやったら他の先生方に知ってもらう機会

ができますかね。 

 

苫野一徳 委員  宮園小学校もそうなんですけど、広島県内でこういった自由

進度にしても、あるいは探究にしても学び合いにしても、こう

いうのを何が他とちょっと違うかというと、やっぱり学校単位、

県単位でみんなで対話を通して学校全体でやっていこうという

ことをやっているのが、なかなか学校単位でやっているという

のはあまりないんですよね。 



令和５年（２０２３年）４月 教育委員会会議録【４月２７日（木）】 

 50 

 やっている先生は結構もう全国にたくさん散らばっていて、

自由進度学習に取り組んでいるという先生は今、結構たくさん

いらっしゃるんですよね。でも学校全体でというのはなくて、

これを県がバックアップしながら、こういった学びを県教委と

してもどんどんバックアップしていきたいという姿勢を見せな

がら、名古屋なんかも今そうやって自治体規模でやろうという

ふうになっていますけど、とにかく対話をいっぱい重ねるんで

すよね。こういう学びってやっぱりぱっと見てもよく分からな

いので、これって一体何のためにやっていてどういう意味があ

るのかみたいなことをじっくりじっくり対話を通していろいろ

と見てフィードバックし合ってという、そういう地ならしして

からじゃないと、いきなり形だけまねても絶対失敗するんです

よね。 

 これを学校ぐるみでやっているというのがやっぱり広島県の

一つの特徴かなというふうに思うので、もしこういうのをやり

たい先生方がいたら、ちょっとそういうのを対話をして学ぶ場

があって、ではこういうのを学校でも取り入れていこうかとい

うときに、最近はちょっとずつ減ったんですけど、こういう実

践をやっていると、周りの先生から何やってるのと、他のクラ

スと合わせろみたいな感じでやらせてもらえないというケース

が今までたくさんあったんですけど、そういうのを学校規模で

こういうのをやっていこうかというような機運を、もし可能で

あれば教育委員会はどんどん支援しますよという形でやってい

けると、きっとドライブがかかっていくのかなというふうに思

います。 

 

遠藤洋路 教育長  学校単位ということだったら、まずは校長とか学校管理職が、

じゃ、うちでやってみようかと思ってもらえる、そういう機会

があれば進むかもしれないですよね。 

 一人一人の先生がやりたいという人が増えても、なかなか学

校単位にはならないでしょうから、管理職の人向けに経験して

もらうという機会があるといいかもしれないですね。 

 

西山忠男 委員  宮園小学校の自由進度学習、個人探求学習を体験して、私は

担任の教員の行動を見ていたんですよね。そうすると、ある子

どもたちはこの写真のように工作をして、ある子どもたちは家

庭科室で料理をしている、別の子はピアノを音楽室で弾いてい

る、別の子は体育館でバスケットをやっている、あちこちに散
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らばっているんですよ。だから先生は、もう広い校舎をぐるぐ

る回っているわけですね。それで、先生大変ですねと私が聞い

たら、いや僕は見てるだけだから大変じゃないですとその先生

はおっしゃった。ところが校長先生に聞いてみると、いや、あ

の先生、最初はものすごい反対したんだよねと言うんですよ。

とにかく準備が大変なんですよといって、それはピアノとか体

育館は何も準備は要らないでしょうけど、工作とか他のことは

準備が要るんですよね。だから最初はすごく抵抗をされたけど、

今は協力してもらっていますという話でした。 

 ですから、熊本でやるにしても似たようなことが起こるだろ

うなと思います。最初はやっぱり抵抗される。軌道に乗ると、

まあいいかなというふうになってくるんだろうなと思いまし

た。 

 

澤栄美 委員  個人探究学習はそうなんですけど、自由進度学習は毎学期１

単元２０から２５時間程度で全校で取り組まれています。見せ

ていただいたのが高学年でしたが、宮園小学校の校長先生をお

呼びして教育センターで講話をしていただくというのもいいか

なと思いました。自由進度学習自体をご存じなければ広げよう

と思っても広げられないからですね。自由進度学習自体とその

効果も含めて知ってもらういいですね。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに。では教育センターでぜひ検討してもらいましょう。 

 

澤田伸一 教育センター所

長 

 

 はい、検討します。 

遠藤洋路 教育長  自由進度学習に詳しい人は教育センターにはいるんですか。 

 

澤田伸一 教育センター所

長 

 

 勉強不足ですみません。聞いてみます。 

遠藤洋路 教育長  なかなか、今までそういう観点で意識したことは確かにない

ので、自由進度学習担当の指導主事を１人置けばすごく進むの

ではないでしょうか。 

 

苫野一徳 委員  本当に広島が動いたのは、ご一緒していただいた個別最適な

学び担当、あそこでチームができて、どうやったらこういった
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学びを推進できるかという指導主事たちが、これも最初は本当

に、何だ自由進度とか何だ探究ってみたいな、そういうところ

から始まったらしいんですけど、やっぱりいっぱい視察へ行っ

たり学んだり、あと上智大学の奈須先生からも学んだりとかし

て、学術的にも実践的にもいろんなものを学んでいくうちに、

これは面白いということでだんだんと輪が広がって、やりたい

学校が現れてそれを徹底的にサポートしていくという、こうい

うスタイルで広がっていったやり方なんですよね。 

 なので、多分教育委員会がそういう支援体制をつくれば、動

きは起こってくるというのは実感としてありますね。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに、教育委員会にそういう担当組織をつくるという、あ

る程度そういう組織的なバックアップが必要なんでしょうね。

分かりました。では、それはまた教育センターと一緒に考えて

みますので、ぜひアドバイスをください。 

 他にはいかがですか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議日程は全て終了いたしました。これで、令和５年

４月定例教育委員会会議を閉会いたします。 

 

 


